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平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

（
資
料
提
供
等
）

第
三
十
条

関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
本
部
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
本
部
に
対
し
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に
関

す
る
資
料
又
は
情
報
で
あ
っ
て
、
本
部
の
所
掌
事
務
の
遂
行
に
資
す
る
も
の
を
、
適
時
に
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
本
部
長
の
求
め
に
応
じ
て
、
本
部
に
対
し
、
本
部
の
所

掌
事
務
の
遂
行
に
必
要
な
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
に
関
す
る
資
料
又
は
情
報
の
提
供
及
び
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
）

第
三
十
一
条

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立

行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人

を
い
う
。）及
び
地
方
独
立
行
政
法
人
（
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項

に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）の
長
並
び
に
特
殊
法
人
（
法
律
に
よ
り
直
接
に
設
立
さ
れ
た
法
人
又
は

特
別
の
法
律
に
よ
り
特
別
の
設
立
行
為
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
総
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法

律
第
九
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
い
う
。）の
代
表
者
に
対
し
て
、
資
料
の

提
出
、
意
見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

本
部
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
者
以
外

の
者
に
対
し
て
も
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推
進
関
係
者
会
議
）

第
三
十
二
条

本
部
に
、
第
二
十
五
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
規
定
す
る
事
項

を
処
理
す
る
た
め
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
対
策
推
進
関
係
者
会
議
（
次
条
に
お
い
て
「
関
係
者
会
議
」
と
い
う
。）

を
置
く
。

第
三
十
三
条

関
係
者
会
議
は
、
委
員
二
十
人
以
内
で
組
織
す
る
。

２

関
係
者
会
議
の
委
員
は
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
で
あ
る
者
等
及
び
そ
の
家
族
を
代
表
す
る
者
、
関
係
事
業
者
並

び
に
ギ
ャ
ン
ブ
ル
等
依
存
症
問
題
に
関
し
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
。

３

関
係
者
会
議
の
委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
。

二
十
一

金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
不
服
申
立
て
及
び
訴
訟
に
関
す
る
こ
と
。

二
十
二

金
融
商
品
取
引
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
六
章
の
二
及
び
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
三
号
）
第
五
章
の
五
の
規
定
に
よ
る
審
判
の
事
務
（
金
融
商
品
取
引
法
第
百
八
十
条
第
一
項
及
び

公
認
会
計
士
法
第
三
十
四
条
の
四
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
審
判
官
が
行
う
も
の
を
除
く
。
第
十
条
第
十
一
号

に
お
い
て
同
じ
。）、
課
徴
金
の
納
付
を
命
ず
る
決
定
及
び
課
徴
金
の
徴
収
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
第
二
十
三
号
を
削
り
、
第
二
十
四
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
二
十
五
号
を
第
二
十
四
号
と
し
、

同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二
十
五

金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
総
合
的
か
つ
基
本
的
な
方
針
そ
の
他
の
政
策
の
企
画
及
び
立
案
並
び
に
当

該
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
金
融
庁
の
所
掌
事
務
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
三
十
年
七
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
二
百
八
号

金
融
庁
組
織
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
内
閣
府
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
）
第
五
十
三
条
第
四
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
六
十
三

条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

金
融
庁
組
織
令
（
平
成
十
年
政
令
第
三
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
総
務
企
画
局
」
を
「
総
合
政
策
局
」
に
、「
検
査
局
」
を
「
企
画
市
場
局
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
「
総
務
企
画
局

検
査
局

」
を
「
総
合
政
策
局

企
画
市
場
局
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
見
出
し
及
び
同
条
第
一
項
中
「
総
務
企
画
局
」
を
「
総
合
政
策
局
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う

に
改
め
る
。

四

国
立
国
会
図
書
館
支
部
金
融
庁
図
書
館
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
第
五
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
五
号
と
し
、
第
十
三
号
を
第
六
号
と
し
、

第
十
四
号
を
第
七
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

八

金
融
庁
の
職
員
の
衛
生
、
医
療
そ
の
他
の
福
利
厚
生
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
第
十
五
号
を
第
九
号
と
し
、
第
十
六
号
を
第
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
一

金
融
庁
の
行
政
の
考
査
に
関
す
る
こ
と
。

十
二

金
融
庁
の
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
及
び
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
中
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
を
削
り
、
第
十
九
号
を
第
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
六
号
を
加

え
る
。

十
四

公
文
書
類
の
接
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

十
五

法
令
案
そ
の
他
の
公
文
書
類
の
審
査
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

金
融
庁
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
こ
と
。

十
七

金
融
庁
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

十
八

金
融
庁
の
所
掌
事
務
に
関
す
る
総
合
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

十
九

国
会
と
の
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
第
一
項
第
二
十
号
か
ら
第
二
十
二
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二
十

広
報
に
関
す
る
こ
と
。

（
事
務
）

第
三
十
四
条

本
部
に
関
す
る
事
務
は
、
内
閣
官
房
に
お
い
て
処
理
し
、
命
を
受
け
て
内
閣
官
房
副
長
官
補
が
掌
理
す

る
。

（
主
任
の
大
臣
）

第
三
十
五
条

本
部
に
係
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
内
閣
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
号
）
に
い
う
主
任
の
大
臣
は
、

内
閣
総
理
大
臣
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
三
十
六
条

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
本
部
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
法
律
は
、公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
検
討
）

２

本
部
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
総
合
的
な
検
討
が
加
え
ら
れ
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
必
要
な
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
に
定
め
る
事
項
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
こ

の
法
律
の
施
行
状
況
等
を
勘
案
し
、
検
討
が
加
え
ら
れ
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ

い
て
所
要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

野
田

聖
子

法
務
大
臣

上
川

陽
子

文
部
科
学
大
臣

林

芳
正

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信

農
林
水
産
大
臣

藤

健

経
済
産
業
大
臣

世
耕

弘
成

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一
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